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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】本邦では高齢者人口の急速な増加にともない、介護の必要な高齢者数が増加している。この介護の必
要な高齢者の増加を抑止する一助として、自立生活を継続するための体力の維持が重要であるが、高齢者が自
立した生活を送る上で必要となる身体能力の閾値の報告は認められない。そこで本研究では、自立した生活を
送っている在宅高齢女性と介護が必要な高齢女性の体組成、体力・運動能力およびADLを比較し、高齢者が自立
した生活を送るために必要な能力の基準を設定することを目的とした。 
【対象】75歳以上の後期高齢女性26名を、自宅において自立した生活を送っている12名（自立群:78.8±3.5歳）
と老健施設等においてデイケアサービスを利用している14名（介護群:81.5±5.1歳）の２群に分けて検討した。 
【方法】測定は、握力、開眼片足立ち、ファンクショナルリーチ、10m障害物歩行、６分間歩行（6MD）および
Kraus-Weberテストを実施した。下肢および全身の筋肉量はART HEVEN9社製の筋量測定装置Muscle-αをもちい
て測定した。下肢筋力はOG技研社製徒手筋力測定装置GT-310により、座位にて膝関節の伸展および屈曲時の等
尺性筋力を測定した。ADLは日常活動量と質問票により評価した。 
【結果】自立群の下肢筋肉量および筋力、握力、開眼片足立ち、10m障害物歩行、6MDは介護群に比べて有意に
高値を示した。また、両群間の身体諸能力の境界を知るために２群間の判別分析を行った結果、６分間歩行
（313m）、大腿筋肉量（4.6kg）、膝伸展筋力（257N）、10m障害物歩行（18.3秒）、ADLスコア（23.2）、1日歩行数
（2342歩）で75％以上の判別率が認められ、これらの基準を上回るものが自立群と判別された。 
【結論】判別分析を用いて求められた体力・運動能力の基準は、後期高齢者が自立した生活を維持するために
最低限必要な能力の基準となるだけでなく、介護を必要とする虚弱高齢者のリハビリテーションをおこなう上
での、到達目標となりうることが示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
高齢者人口の急速な増加にともない、介護の必要な高齢者数が増加している。この介護の必要な高齢者の増
加を抑止する一助として、自立生活を継続するための体力の維持が重要であるが、高齢者が自立した生活を送
る上で必要となる身体能力の閾値の報告は認められない。そこで本論文では、自立した生活を送っている在宅
高齢女性と介護が必要な高齢女性の体組成、体力・運動能力およびADLを比較し、高齢者が自立した生活を送る
ために必要な能力の基準を設定することを目的とした。 
対象は75歳以上の後期高齢女性26名で、自宅において自立した生活を送っている12名（自立群:78.8±3.5歳）
と老健施設等においてデイケアサービスを利用している14名（介護群:81.5±5.1歳）の２群に分けて検討した。 
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測定は、握力、開眼片足立ち、ファンクショナルリーチ、10m障害物歩行、６分間歩行（6MD）およびKraus-Weber
テストを実施した。下肢および全身の筋肉量はART HEVEN9社製の筋量測定装置Muscle-αをもちいて測定した。
下肢筋力はOG技研社製徒手筋力測定装置GT-310により、座位にて膝関節の伸展および屈曲時の等尺性筋力を測
定した。ADLは日常活動量と質問票により評価した。 
その結果、自立群の下肢筋肉量および筋力、握力、開眼片足立ち、10m障害物歩行、6MDは介護群に比べて有
意に高値を示した。また、両群間の身体諸能力の境界を知るために２群間の判別分析を行った結果、６分間歩
行（313m）、大腿筋肉量（4.6kg）、膝伸展筋力（257N）、10m障害物歩行（18.3sec）、ADLスコア（23.2）、1日歩
行数（2342steps）で75％以上の判別率が認められ、これらの基準を上回るものが自立群と判別された。 
以上の結果より、判別分析を用いて求められた体力・運動能力の基準は、後期高齢者が自立した生活を維持
するために最低限必要な能力の基準となるだけでなく、介護を必要とする虚弱高齢者のリハビリテーションを
おこなう上での、到達目標となりうる有用な指標であることが示唆された。 
よって本研究は後期高齢女性が自立した生活を維持するために必要な体力・運動能力の基準を設定した論文
であり、後期高齢者の生活・介護予防に大きく寄与するものである。よって、本研究者は博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと認められた。 
